
全体総括

47.48

①経常収支比率
　大口使用者への水道供給が中止となり、給水収益
が大幅な減収となった影響で率が著しく低下しまし
た。 指標値は 100 ％ 以上を保ちましたが、将来の更
新投資等の充当財源が確保されなくなるため、財源
確保方策の検討など経営改善の取組が必要です。
③流動比率
　指標値は 100 ％ を大きく超えており、 短期的な債
務に対する支払能力は常に確保されています。
④企業債残高対給水収益比率
　内部留保資金で新設、更新工事を実施していた時
期があり、全国及び類似団体平均値よりも低い値で
す。近年は必要な更新を行うために企業債の借入れ
を再開していることから率が年々上昇しています。
⑤料金回収率
　給水原価が供給単価を上回り、指標値が 100 ％ 未
満となりました。給水に係る費用が給水収益で賄わ
れていないことを示しています。
⑥給水原価
　年間総有収水量が大幅に減少したことで、有収水
量１㎥当たりの給水原価が大きく上昇しました。
⑦施設利用率
　施設の遊休状態が少なく、高い指標値ですが、将
来の水需要に対応した施設規模の検討が必要です。
⑧有収率
　漏水調査の実施と早期の漏水修繕の効果により、
全国及び類似団体平均値よりも常に高い値であり、
近年の中で最も高い率になりました。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　全国及び類似団体平均値よりも高い値を示し、率
が年々上昇する傾向にあります。施設の老朽化の進
行に更新が追いつけていない状況といえます。
②管路経年化率
　全国及び類似団体平均値よりも高い値を示してい
ます。昭和46年の給水開始から50年が経過し、法定
耐用年数を超えた管路の割合が増え続けています。
1970年代から80年代にかけて急速に進んだ水道拡張
事業に伴い布設された管路が法定耐用年数を超え、
経年化率が継続的に上昇していますが、今後も更な
る上昇が見込まれています。
③管路更新率
　年度ごとに差はありますが、全国及び類似団体平
均値よりも低い値となることが多く、管路経年化の
進行度合いに比べて更新率が低い状況です。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　収支が継続して黒字であること、翌年度の支払資
金が確保されていること、債務残高が低いなど、経
営状況は健全で安定していると考えられますが、こ
の度の給水収益の減収により、当年度純利益は大幅
に縮減し、料金回収率は 100 ％ を下回りました。
　また、給水人口減少に伴い、料金収入が減少傾向
にある中、管路等施設は法定耐用年数を超え始め、
経年化の進行度合いが増しています。平成26年度か
らは企業債の借入れを再開し、施設の更新を促進し
ていますが、更新等の財源には限りがあります。経
費の節減はもとより、アセットマネジメント（資産
管理）の結果を受けて策定した経営戦略の方針、投
資・財政計画に基づき、優先的、緊急的に更新する
施設を見定めて、必要な更新を先送りすることがな
いよう努めるとともに、水道料金改定等の検討も行
うなど将来の更新財源確保方策の検討が必要です。

1,153.33 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 79.48 99.94 2,200 54,760

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

54,852 47.48 1,155.27 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

47.48 1,155.27 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

54,852

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

※令和３年度決算より、特定環境保全公共下水道事業及び
農業集落排水事業の１地域を公共下水道事業に編入しまし
た。
①下水道使用料が接続戸数の増加等により微増傾向である
こと、基準内で繰り入れている一般会計補助金が微増して
いること、事業を編入したこと（上記※印）、管渠費等の
費用の削減が図れたことなどから、指標値が上昇していま
す。黒字ではありますが、農業集落排水事業の編入など事
業の効率化を図るとともに、将来の施設更新等に備えるべ
く、維持管理費の更なる縮減等、経営改善に努めます。
②平成26年度から累積欠損金は発生していません。今後も
経営の安定化に努めます。
③令和元年度から指標値が100％を下回っています。中長
期的な施設の更新や企業債の償還を念頭に、内部留保資金
の確保、維持管理費の縮減等、経営改善に努めます。
④第２期浄化センター建設事業（平成２～６年度）で借り
入れた企業債が完済期を迎え、企業債残高が減少している
ことが要因です。今後予定される更新工事等についてス
トックマネジメント計画や経営戦略をもとに投資の平準化
に努め、経営の安定化を図ります。
⑤指標値は100％を超えており、汚水処理費に係る費用は
使用料で賄えています。事業を編入したこと（上記※印）
も指標値向上の一因です。今後も維持管理費の縮減等に努
め、事業の効率化を図ります。
⑥単独処理場で処理しているため、相対的に処理原価が高
い傾向にあります。更なる維持管理費の縮減等に努め、事
業の効率化を図ります。
⑦指標値は平均値よりやや下回っていますが、今後、農業
集落排水事業の編入、土地区画整理事業施行地区の接続等
により、利用率が上昇する見込みです。
⑧指標値は平均値と比較すると高い水準にありますが、引
き続き未接続家屋に普及促進していきます。

資金不足比率(％)

- 64.66 61.97 78.68 2,761

自己資本構成比率(％)

33,956 5.68 5,978.17 【】 令和3年度全国平均

①昭和63年の供用開始から30年以上経過し、終末処理場
の機械・設備等は法定耐用年数を超えています。ストッ
クマネジメント計画により施設の更新及び延命化を適切
に行い、投資の平準化を図ります。
②法定耐用年数を超えた管渠はありませんが、今後予定
されている管渠の更新を見据え、点検等を計画的に行い
ます。
③指標値は平均値と比較すると高い水準になっています
が、今後も管渠の改築・更新については、費用対効果を
検証し、効率的な工法により実施していく予定です。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和３年度末における公共下水道事業の経営状況は、
経常収支が黒字であること、累積欠損金がないこと、水
洗化率が高い水準であることなどから比較的経営は安定
していることが伺えますが、流動比率が100％を下回っ
ており、企業債の借入れを計画的に行いながら流動資産
を増やしていく必要があると考えます。
　今後益々、老朽化する施設の更新を行うための投資が
必要となる一方、少子高齢化や人口減少により下水道使
用料の減収が予想されます。今後の経営は更に厳しくな
るため、維持管理費の節減はもちろん、ストックマネジ
メント計画に基づく投資の平準化や経営分析を行い、持
続可能な事業経営に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



①農業集落排水事業は、平成13年度の供用開始から
20年が経過しています。１の※印の要因もあり、指
標値が微増しています。
②法定耐用年数を超えた管渠はありませんが、今後
予定されている管渠の更新を見据え、点検等を計画
的に行います。
③今後発生する管渠の更新工事については、費用対
効果を検証し、効率的に実施していく予定です。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和３年度末における農業集落排水事業の経営状
況は、経常収支が黒字であること、累積欠損金がな
いこと、翌年度の支払資金も確保されていることな
どから比較的経営は安定していることが伺えます
が、これは一般会計からの繰入金により収支不足の
補填を行っているためです。
　農業集落排水事業は、処理区域内人口密度が低い
地域において施設整備を行っているため、汚水処理
原価は割高になっています。これを使用料収入で賄
うことは、利用者の負担が過度となる恐れがあるた
め困難な状況です。
　１の※印にあるように、２地域での構成事業でし
たが、令和３年度から１地域を公共下水道に編入し
ました。今後、処理費用の縮減のため、公共下水道
への編入を進め、事業の効率化を図ります。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

307 0.14 2,192.86 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

※２地域での構成でしたが、令和３年度決算から１
地域を公共下水道に編入したため、件数等も半減以
下となり、全体的に影響があります。
①一般会計からの繰入金により収支不足を補填して
いるため、黒字となっています。
②累積欠損金は発生していませんが、一般会計から
の繰入金で、収支不足を補填しています。
③指標値が100％を超えており、安定していると言
えますが、一般会計からの繰入金に依存している状
況です。
④処理区域内の人口密度が低い地域に施設整備を
行ったため、使用料収入が少なく、指標値は高い数
値となっています。施設整備は既に完了し、今後の
新規投資はないことから、企業債の償還が進み、指
標値の数値は減少していく予定です。今後、公共下
水道事業への編入を進め、事業の効率化を図りま
す。
⑤水洗化率の向上に努め、使用料収入を確保し、か
つ、維持管理費の縮減に努めます。
⑥④と同様の理由で、指標値は高い数値となってい
ます。今後も維持管理費の縮減に努めます。
⑦上記※印の理由により、指標値は平均値を下回っ
ています。決して高い施設利用率ではなく、経費回
収率も低いため、下水道事業全体の施設利用率の適
正化の観点から、公共下水道への編入を進め、事業
の効率化を図ります。
⑧指標値は平均値と比較すると、高い水準にありま
すが、引き続き未接続家屋に普及促進していきま
す。

資金不足比率(％)

- 89.63 0.56 88.25 2,761

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

54,852

処理区域内人口(人)

47.48 1,155.27 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 0.01 0.02 0.25 0.05

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 102.45 102.25 105.42 101.54 116.33

平均値 100.95 101.77 103.60 106.37 106.07

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 21.50 24.22 26.94 29.66 33.84

平均値 24.87 24.13 23.06 20.34 21.85

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 224.04 227.40 193.99 139.02 132.04

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 299.98 319.51 302.98 260.59 544.99

平均値 29.91 29.54 26.99 29.13 35.69

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 1,400.69 1,307.57 1,210.63 1,088.10 892.20

平均値 855.80 789.46 826.83 867.83 791.76

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 48.12 47.67 41.22 44.92 42.70

平均値 59.80 57.77 57.31 57.08 56.26

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 318.61 325.52 376.92 343.52 370.32

平均値 263.76 274.35 273.52 274.99 282.09

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 64.80 58.10 66.48 58.43 60.34

平均値 51.75 50.68 50.14 54.83 66.53

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 92.70 92.31 93.24 93.10 96.09

平均値 84.84 84.86 84.98 84.70 84.67

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.16】 【128.23】 【34.77】 【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【24.95】 【0.00】 【0.03】


